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日本列島の生い立ちをさぐる

②

V中生界

中生代といえば巨大な爬虫類の世界だったことはだ

れでも知っているだろう.現生の爬虫類にはワニ蛇

トカゲサンショウオカメ等カミある.中生代にはこ

れらの仲間の巨大柾ものがたくさん住んでいた.

雷竜のブロ1■トゾウルス3他励0∫脇舳はヂプロトカ

ス1)柳｡6o㈱と共に北米のジュラ紀後期の生物で共

に長さは20mをこえるものもあり重さは30トンもあっ

た.いずれも草食で水辺に棲んでいたと考えられる.

そのころ北米には肉食恐竜のうちのシシ竜の仲間

のアロソウルス"108吻榊8カミいてフロントゾウノレス

さえおそったと信吾られている.シシ竜のうちで最も

恐ろしいものは白亜紀のダイラノゾウノレス乃吻ω一

8脇舳で長さが約15m高さカ…6㎜重さカミ6～8トン

だったという.日本産の爬虫類は数が少ない.北

上山地の三畳系稲井層群(伊里前期)から出たイナイ竜

";助α伽去加8脇㈱勿砂カ｡〃6〃sYABEqtSHIKAMAはか

つて愛媛大学の永井浩三教授カ溌見されたもので長

さ約4フィｰト鰭竜のうちの蛇頚竜に属する.頭は

失われているカ茎胴体はかなりよく保存されている.

骨骸の復原図を第12図に掲げた.第13図は白亜紀後

期の蛇頸竜などを示した絵であるが当時の様子を思い

浮べていただきたい.空を飛んでいるのが翼竜のプ

テラノドン冴伽ω∂0切で翼間の長さカ書7mをこえ

うわ1{み

海の中では弊竜に属するタイロソウラスη108脇㈱か

蛇頸竜のエラスモソウノレス週z榔舳吻㈱をおそってい

るところである､凄匹の大きさは共に長さカミ12m位

もあったという｡

謂が横道ぽそれるが最近シペジァの奥のハイｰル湖

でふしぎ級生物が問題ぽ扱っていると伝克られる軸

工964年∬月2蝸海外トピックスから工2月6属の鞘目

新聞勿汀恐竜はま植生きているJとして紹介していた｡

ハイｰル湖の偉物は頭が小さく首秘長く背には大蓬

第12図イナイ滝〃θ伽〃｡肋05㈱舳帥肋ψo〃6洲YABEe閑HIKAMA

の骨格の復原図(矢部長克鹿間時夫による)宮城県桃生郡柳離町石生

(茶町11)稲弗砂質粘板岩層(アニシヅク)産

河合正虎

なヒレがあり尾カミ長いといわれる.恐竜?として

さわポれているところはほかにもありスコットランド

のネス湖は有名でマレｰシアのテニ湖や北米のフット

ヘラッド湖もそうだといわれる.

話をもとにもどそう.海にはアンモン介や三病介そ

の他特有の軟体動物カミ住んでいた.アンモン介の化石

は菊石とか菊面石ともよばれる.北海遣ではブ回一チ

や帯止めに加工されて売られている.非常に多くの属

と種があって大きなものは直径が1m位のものから

小さいものは数m㎜のものまであり形も雑多で巻い

たものカミ多いカミ巻がとけかけたものや縄を結んだよう

なものもある.表面にいろいろの装飾があったり複

雑な形をした縫合線とよばれるものもある.これらに

よって属や種がきめられ地質時代の決定に役立つ.

菊石はオｰム貝に似た形で貝の中にタコが住んでいた

と考えていただくとおおよその見当カミつくだろう.

ある者は瀦ぎ他のものは海底をはい回ったらしい.

Lだ

植物は古生代で繁栄した羊歯植物に代って中生代では

裸子植物カ蝶えはじめるが羊歯はまだ豊富である.こ

れらは葉が多く採取できる.欧洲では三畳紀の最末期

(Rhaetic)からジュラ紀初期(Lias)にかけて産する

レトリアス(Rhaet0･Lias)型の植物化石が日本では

節13図北米における白斑紀の海σ)ありさま(Th.H.

CLARKおよびC.W.STEARNより)�
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三畳紀の藤平朔佐川期および皿貝期等からも多数に出

る.山口県の津布田山野井美彌の植物群岡山県

の成羽植物群とよばれるもの等はこれである.かつ

て成羽では二枚介のジュｰドモノチスハω曲物ω眺層

よりも植物化石が新しいか古いかとv'うことが問題

になったこともある､欧州とは違っていわゆるレト

リアス型植物群はアジアでは古くから産し原産地だった

と思われる.もし成羽植物灘がレｰチック～ライアス

のものとするとエントモノチスオコチカ〃0舳必

(肋fo伽ω眺)o伽脆α(KEYsERL)(古い学名でジュ

ｰドモノチスオコチカハ2㎞榊伽0C肋あω)はレ

ｰチックより古い皿貝期のものなので地層が逆になり

地層カミ正常な順で重なるとするとエントモノチスがレ

ｰチックより若い時代の化石ということに在る.色々

と混乱が起こったことがある.第14図に2億年位昔の

地層である山口県美彌市の滝口來炭層から出た樹幹の

化石を示す.これは石炭になりそぴれ珪化したもので

珪化木ともいわれる.はっきりと年輪が数えられ166

までは削る.2億年首にもう四季があったことを示し

ている.このよう狂植物やその葉によって滝口炭鉱の

無煙炭ができたのであろう.中生代の珪化木とv･えば

飛騨高原の手取の植物林は有争である.手取累層群の

いとしろ

石徹白層群中には多くの珪化木があり時には立ったま

まの樹木の一部がそのまま地層の中に埋められている

ところカ書ある.また折れた樹幹や大小の根も見出され

る.珪化木や葉の化石カ茎多く出るところの近くには

根毛も見出されることが多い.･湿原とか河原のような

ところだったに違いない.広い河原にたくさんの樹木

が立ち枯れてその蜜凄立っているのを見ることがある.

これは平らなところぽ樹木淋繁茂してい花秘ある年の

台風で{津波秘趨こり樹木の糠を砂襟と泥土で埋め

綿工遺憾

三線累凝門鰯雛滝1蓑爽燦鰯(際傑瓢鰯嚇)

章)鐘化水

パ年輪｡:1仰心黛1蹟鉄繊

停輸亭)数:鵬藁幻二

たので大木は立ち枯れたものである.石徹白眉灘の

珪化木はこのような平地か湿源カミ次第に地下に埋ま

ってv･ったに違いない.

しまんと

中生代の地層は日本の南側(外側)に四万十帯をなし

その延長に当ると考えられる北海道によく発達して

これらの大部分は公海性のものである.周本列島の内

陸部や一部の日本海側の中生界は内陸性入江榊'し

瀕海性のもので湖で堆積したものも多い.このよう

なところで炭層が堆積している.

中国地方の三畳系やジュラ系は三都帯と共に帯状構

造に参加する.白亜系は関門層灘とよばれさらに飛

騨高原などと同様に流紋砦や扮岩一安山岩もありこれ

らは一種独特の性格をもっていて中国地方の帯状構造

には参加してい狂い.珍しい産状を示すのは西南一日

本外帯の秩父黒帯にある中生界である.一部では非変

成古生界や古い中生界の上にのっているカミ多くの場合

は古生界と断層で接し古生界中にもみ込まれており

あるいは中生界とも断層で接しちょうどサンドイッチ

を重ねたように古生界と中生界とカ茎交互して現われるこ

とが多い.九州大学の松本達郎教授らはこのような

地質構造をサンドイッチ構造とよばれた.白亜系関門

層鮮などの帯状構造に不参加のことや秩父黒帯の中生

界の不思議な現われ方につv'ては疑問を残しておく.

これらは西南日本の地質構造の本質にふれる問題である.

(A)標本の外繍

V1.三鐙系

第5表におもなものの対比表を第16図に日本の三畳

系の産地を示す.

日本の三畳系を大別すると日本列島の内側のもの

外側のものおよび北海道のものに区別できよう.こ

れらのうち'外側のものは第15図でわかるように秩父

(B)断弼�
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黒帯から四万十帯にわたる斗賀野相のものと秩父黒帯

化申帯のものとに分かれる.

V1.1.内側の……畳系

飛騨地背斜の生成に伴う飛騨変動の影響を三畳系は受

けたに相違柾V'.それは地質ニュｰ平126号の第9図

または第10図に示したように地背斜の前縁に窪地カミ生

じそこに三畳系が堆積したと考えられるからである.

小林名誉教授はこの様にして堆積した三畳系は造山運動

によって生じた山岳の解体だとみなしてv'る.筆者の

見解は飛騨造山運動は終了したものではなく地背斜の

隆起カミその前縁に窪地を生じ窮地カミ沈下すると同時

に山地の削剥による物質の急激狂供給をもたらせたもの

である.飛騨高原におけるジュラ系の来馬層灘や手取

累層群には飛騨帯からの物質を非常に多く供給され

しかも非常に粗粒であって地層はまた非常に厚い.

さらに飛騨帯の岩石の絶対年数の多くは第2表に見ら

れるように三畳紀中期からジ策5表

ユラ紀の中期の時期を示してい

る.三畳系におけるいくつか

のできごとは飛騨地背斜の隆

起と一時的な中絶もしくは部

分的な沈下等の影響を受けたこ

とを示している.内側の三畳

系の堆積は山口県西部と東部

広島県東部から剛五繰下にかけ

て詰所紀散在するもの舞鶴帯

ぽ伴って東都府中兵燦県下に分

布するものが為も扱為もので

暖かに伊吹舳の近くの妙ガ谷の

もの北､ヒ山地および奥利根の

ものである.

れた三畳系がある.これらは一連の地質系統で分布

はごく一部を除いて連続しているカ活生界と衝上断層で

あったり硯石層灘古第三系によっておおわれある･

v･は花闇岩類によって貫入されてv･て地質構造が複雑

になっておりさらに岩質がはげしく変化されているの

で異たった堆積盆地の下にあったとみなされていた.

そして相互の間にはところによって不整合関係があり

一部では後に断層で接する.ここでは相互の間の不整

合は大きなものではなく陸成層中にしばしば見られ

る局部的なものであるから従来の層群名を廃して:互層

灘とし全体を長門層灘として一括した.一般に三角

州のような堆積物ないし浅海性の堆積物で粗粒なもの

が多く時には石灰岩礫を含む礫岩がある.5,000～

ケ,000mに達する.

A山口県西部の三畳系

長門鰯群

山口県繭部の羨爾厚保およ

津布田亜層群三郡山陽支帯を不整合におおった

陸成層である.炭層を挾みいわゆる津布田炭田とし

三三畳系の対比表
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第16図日本の三…畳系の分布地域

て稼行された.多くの植物化石を産し大部分はレト

リアス型であるが〃伽山畑8(イチョウ類に属すと思

われるもの?)のようなかってインド洋からオｰス

トラリアの方にあったゴンドワナ大陸の要素をもつ.

第17図三畳系産介

礫質岩にとむ粗粒の堆積物

膵保困煽群下限は未詳である.淳市田互層灘と

同時異相の堆積物で一部に津布田と同様に三角州性の

堆積があるか全体としては浅海衣いし入江の堆積物で

ある.炭層も挾まれるが花陶岩の貫入によって黒鉛

化している.1)ω肋〃αツ08肋刎蜥由KOBAYAsm,λ舳一

曲械ψみ㎝αspP"0死%o刎αsp"“ハ2肋伽榊ぬ"sp.等

の分化石とわずかな添ら植物化石を産する.美彌層群

の下部とみなされた滝口爽炭蝿は本亜層群の最上部の

サい

一部である.厚さほ約3,300mである.下部属申に随

光宿灰岩を含むとされる.この石灰岩はC"肋妃を産

するが未だ化石によって三畳系と証明されてい榊･.

津市囲層灘と共に藤平朔と思われる.

埴生亜鰯群｡津布田亜層群を不整合におおうとv･わ

れる.厚さは3,000～3,400mに達する.下部の中塚

蝿は浅海性層で皿"o脇｡o肋K0BAYAs㎜&IcHIKAwA,

刀08ψθ6地〃脇醐肋ケ(KOBAYAsHI),0苑〃舳αsp.,λ勿｡･

曲物ψ加伽sp.等の分化石と植物化石を産す.中部の

山野井掘は淡水ないし湾入性堆積物で山野井植物灘と

称される植物化石を多産し貝エビの風伽ガ腕も知ら

化石

Min01=rigoniahegie皿sis

�����漱整慎�

KAZAWA(難波江層諜産

中沢圭二原図)

貝エピ(左殻)垣stheritesatsuensis

KOBAYASHI(長門層群産小林貞一

原図)

Min･t･i9㎝i･k舳y･㎜･ジ

���午����

KAWA(難波江層群産中

沢圭二原図)

���捴��牡��楳

NAKAZAWA(右殻)

(難波江層群産中沢圭二

原図)

(有殻)0xyto㎜ap1ehraKOBAYAS㎜&工CHIKAWA(左殻)

(川内ケ谷層襟産市川浩一郎原図)

Momtis(Entomonotis)typica(KI-Eumorpbotismu1砒｡rmis

PAR)(右殻)(岩国両方佐川期産長谷var.shiOmsawensis

見原図)ICH1KAWA&YABE

五md｡蜘ph｡蝸

C{.まrap芭琶⑰id登茎iS

惨弊嘉(襯

明度固､

H暴一〇biaaot貴iKOBAYASHI(右殻)

(守ラヤ産小林貞一原図)

Palaeophams㎜aiz岨ue口sisK0-

BAYASHI&ICHIKAWA(夜久野

層酵産小林貞一市川捨一郎原図)�
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策6表成羽植物化石

1.λ〃〃〃1ω"唯8ゐオ物0が勿α地ZEILL瓦R～

2.1}206α1α吻砺θsCα"2〃1切(ZEILLER)

3.1V=.加3〃㈹な(ScHIMPER).

4.亙σ〃ゐθ肋θ∫刎ω肋曲〃〃〃sOISHI.

5.〃α他脇｡ψsゐ〃〃2郷伽〃(GOEPPERT).

6.Zo励腕0o功伽彬醐榊(MU酬STER).

7.コ､力"〃ωカ8(PREsL).

8.Z閉吻ま｡㈱o〃(BRONGNlART).

9.0oψψ鮒胞〃α〃α7蜴αOIsHIandHUZIOKA.

10.C1α肋鈎が鮒応θ1θ蟹α郷OIsHI.

11.0.榊船60〃鮒BRONGNIART.

12.αoゐ｡吻地0ISHI.

13.1)あ妙｡ψカ〃肋湖〃榊郷施ガ(GOEPPERT).

14.の･ム砿3so〃(BRONGN.).

15.D.功θ6ま曲112NATHORST.

16.週b㈱〃ω〃械α(肋｡着｡グ肋が8)o犯〃α地(NATH.).

17,胤.(P)%倣肋αθ郷ゐOIsHI宮

18.石r.(R)∂θ械α勉0IsHI.

19.τ%脇刎α伽卿洲なθ1o"回α后α0ISHL

20圭正κoo肋加2(YOKOYAMA).

21.π勿ψ伽妨6α01sHI.

22.Z紬2"αζNATHORST)･

23.助加伽ψ施〃sメ他"ゐOISHI.

24.C伽幽｡カ秘助搦吻榊2o冶αツα刎ω郷ゐOIsHIand

�婉��

25.C1α∂oφ"θ肋s肋加み榊郷ゐ0IsHI.

26.0.肋励加〃α伽(BRONGNIART).

27.C,g㎏α〃加αOIsHI.

28.0･万あ肋"脇㈱ゐ(LINDL亙YandHUTTON).

29.α〃洲肋〃郷ゐ0ISHIandHUzIOKA.

30.0･榊肋2㈱ゐ(B長0NGNIART)岳

31.0.が2肋曲1あ勿肋1αOIsHI.

32.C.亙ω6必0術為繕ZElLL亙R.

33.0｡五α由あ｡術肋打｡rma伽去昭吻0IsHIandTAKAHAsI.

34.0･(08刎〃〃｡カ曲82)醐肋1θα吻ク乃｡他OIsHIand

HUZI0㎜.

35.0.加勿榊OIsH夏訊ndHUzI.

36.C加"8ブαψo"6α0IsHI.

37.0.τα后ω刎加〃αOIsHIandHUzI.

38.αγ肋θξ0IsHI.

39.1W棚伽αc榊ξ伽加(PREsL).

40.1ゾ.伽¢砂ゐBR0NGN.

41.1V1.1泌泌多郷加〃(PREsL).

42.1V=.o"加物主α〃虜H1…=也R.

43.1V.劫刎μ2"0IsHI.

表(犬肩三郎,1940による)

44.Cf.1,7.加〃〃6ω〃ゐ(PHILLIP).

45.0な｡醐刎〃ω肋劫sωωα20IsHIandHUzI.

46,011α勿由加〃鮒OIsHI.

47.1劣θ伽ク乃ツ〃〃刎ω2σ〃α12(BRONGN.).

48.Rα〃ぼ〃甜"刎(BRAUN).

嬉9.P.6地〃｡〃ωOISHI,

50.Cf.P.砺8加榊MORRIs.

51.Pノ㎏邊2κBRONGN.

52､戸.s0"2μ賊ZElLL瓦R.

53.P.8θ附ω脇榊0ISHエコ勤奴dHUZI.

54.∫ω蟹3刎ク去㎝た1､例880〃α彬α(BRONGN).

55.R秘｡顯舳伽s1､醐∫∫o刎ケNATHORsT?

56.P.胞〃〃ゐOISHI.

57.βα加伽21θ蟹α郷OISHI.

58.B.力κ加舳ゐ0IsHI.

59.β.プあ沌αfα亘EER.

60.B.G"脇α〃刎α加Z亙ILL亘R.

61.B.刎伽〃ωN盈↑HORsT.

62,β.ク鰍加カ〃肋αNATH.

63.13.オα3欄…ωまαBRAUN.

64｡α〃細0伽s∂㎏伽加マar､皿鮒0"SEWARD.

65.α劫励伽α(助醜).

66.C22尾ω〃｡ω∫肋αグ㎏〃α1団EER.

67苗垣Zα地61α6郷μω〃α(F亙ISTMANTEL).

68.且加榊幽伽(胸ST肌).

69.P室妙｡ψゐ〃肋吻1o〃威ゆ1肋刎(NATHORsT)｡

70.｣Mαg幼｡加ゐ〃〃ガωOIs亘I.

71.Po∂吻α舳〃2sω%〃〃〃洲OIsHIandHUzI.

72.R1α惚鰯｡1〃洲(LINl)L亙YandHUTTON)｡

73.ハ8幼肋肋亘醐R.

74.Cf.S施惚αα"励α8ψθ6加肋1ゐHARRIs.

75.8伽刎伽｡肋8〃施乃榊〃曲80IsHI.

76.8一θ加蟹ω㈱0IsH五､

77.∫(1蜘甜伽肋s～)K;o"脇㈱OIsHIandHUzI.

78.lS腕伽肋｡郷屹｡ημo榊〃｡ま幽sNATHORsT･

79.lS.刎ψ07BlARRIS.

80.Cα刎妙Zoカ乃ツ"〃吻肋2榊α〃"G0THAN?

81.コ｢"刎0ψ施"3工261θ焔差Z瓦ILLER.

82.τ.1α〃6ω1ω勉OISHI.

83.τ.㈱肋2側忘OIsHI.

84.τ.勿αあω閉なOIsHI.

85.2,1～あゐま乃｡%〃ε(ScHENK).

86.2,3加粥0カゐツ"α早RYSEOTOFOVICH･.

87.11.～sp.no∀.

88.γ泌ぬ〃αsp.

れる.上部の鴨庄鰯は浅海成層で厚さはおおよそ900

mである.刀08ψ2肋〃舳醐蛾var.力勿カ刎｡肋(KOBA･

YAsHI),ル竈｡刎ガ∫("械｡〃ωωκ8)sω肋舳な(TELLER),

吻ψ加伽sp.等の分化石と植物化石を産する.

美禰亜層群長門層群前半の堆積輪廻は滝口層で終

麻生騒はTosψθo物8腕〃脇(KOB.),1吻｡ク加伽sp.,

λ伽4o〃妙伽αsp.“肋曲物ω眺"(肋伽ゆ加眺)

a忠功幼θ郷郷ゐ(B舳M)等の介イビ石を含み構物化

石も産する.薄い炭層を挟む.本互層灘は東側の非

変成古生界を不整合におおうと考えられたがこれは古

生界によって衝上されたものである.厚さは2,600～

3,600㎜おいわれる｡埴生亜層鮮と共に佐川期一部

は皿員期に蓬する.鶴1禰紀三畳紀の分化石の若干を

掲げておく｡�
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西北西

300石炭系の石灰岩

m望ノノ省/

lllγ箏逸蟻

炭層成羽層群炭隔の肥膳部

�　

第18図仁賀炭鉱付近の地質断面図

C岡山県西部および広鑑県東部の三愚系

岡山県西部の成羽付近には主体が皿貝期に属する厚

さ約1500mの成羽層群がある.最下部は三角洲に堆積

して礫岩にとみ一部に粗悪な炭層を挾む明治猫で最

も厚いところは400mに達しそれに整合する爽炭層は

しも血症

厚さカミ100～150mで下目名層とよばれる.下目名層

は多くの植物化石を含み成羽植物群として有名である.

第6表に散大石三郎北海道大学教授の植物化石表を掲げ

ておこう.数枚の炭層は地層カミはげしく橘曲された

ために厚さの変化カ茎激しく禄も厚いところは30mに達

するかごく一部に限られる.炭層は成羽炭固とよば

れて稼行された.爽炭層の上には"o刎桃(肋オ｡倣｡伽･

伽)㏄加眺α(KEYs)･とよぶ二枚分とその変種を多数

に含む厚さ約650mの地頭層カミさらにまれに二枚介

を含む厚さ約340mの愛霜山鰯がのっている.

成羽層灘は大向斜構造を?くるが場所によっては古

生界に衝上されて激しく摺曲される.古生界の衝上を

うけた地域では時として等斜摺曲がみられる.その

好例を第18図仁賀炭鉱付近の地質断面図に示す.仁

賀炭鉱は大賀デッケンの近くある(第19図).大賀デッ

こやいち

ケンは故小沢教授によって小谷ガ市の石灰岩が三畳系の

上にのっていることカミ認められるものでその断面を第

21図に示した.第21図の石灰岩は第18図の石灰岩と

同じ岩体である.仁賀炭鉱は本地城で最も長く稼行さ

れた炭鉱で地層が等斜摺曲によってくり返されている

ために等斜背斜と等斜向斜の軸部

東南東m

300で炭層カま異常に厚く(約30m)な

㎞っている部分を採掘し大正3年小

一一一一､'''1…松炭鉱としてはじま1･…年をも

R素涜泌って閉山した.炭層はまだ稼行で

り

移きる部分を残しているが労務者不

■}一200昆糸おもなる理由である.

安成層

成羽層群は酉は県境をこえて

工00200m

150広島県の東部に達し広島県下では

3カ所にわずかに分布が知られる.

岡山県西部の広島県境に近いところにごく一部分し

か現われないカ洪和層がある.広島大学の中野光雄博

士が発見されたもので肋1ωo助〃洲や吻〃梅｡〃α

を産し佐川期を示す地層である成羽層群とは断層関係

にあるので詳細は不明だカミ成羽層群とは堆積盆地の中

心を異にして堆積したものがのちの地殻変動で相接す

るに至ったものであろう.第20図に三畳紀の植物化石

の若干を示しておく.

D岡山県中部の三鐙系

成羽から津山に至る間は皿貝期の海進によって広く海に

おおわれた.その事実を示す成羽層群が吹屋伯備線

1言う二くあざい

方谷駅庸方同じく北方井倉駅南方北房町些部およ

うかん

び有漢町川関等に知られる.津山付近では成羽付近と

同様に三群帯を不整合におおい〃b刎眺(肋加物刎ぬ)

oCゐ0伽αとその変種を含みわずかなカミら植物化石も産

し黒鉛化した薄い炭質頁岩もある.

岡山市北方の金川付近から佐川期の地層が中上部二

畳系舞鶴層灘および夜久野塩基性岩類と相接近して分布

する.金川層とよばれ∬α1o肋sp.,肋加砂θ〃あ｡f.

8ω肋(KOBAYASHI&ICHIKAWA),曲7ωo助α榊s

刎幽閉刎ゐK0B.&IcH･等の分化石を産する.

亙岡山県南東部の三畳系

二せ

和気北方の福本には上部二畳系の巨勢層群と断層で接

第19図大賀デッケン(A)禰幽した成羽層群の上に石炭系の石灰揚がのしあげさらに二鑑謙α)布灰岩がのし上げている南天山の向う側の谷

(八久保の上リ道)には石灰堵の下から成羽層群の炭層が現われている川上町大字仁賀小谷ケ市�
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策20図

Neocalomitesca町erei(ZEILLER)(長門層群

桃木屑産)

三畳系の植物化石

C1adoph1ebisRac亘borskii

TEILLER(成羽層群産大石

三郎原図)

�慴���獰�牡��協�

(成羽層群産大局三郎原図)

←Haus㎜註n三盟dentataOlSHI

(成羽層群産大石三郎原図)

Neoea1ami仁esminensis→

KON'N0&NAIT0(長門層

癖桃木層産今野円蔵内藤源

太郎原図)

する福本鰯群カミある.1吻｡ψ加伽a胤1ω勧畑

(ZITTEL)のほか仙0加肋θ肱αなどの二枚介を産し

下部の草野鰯や中部のきようがくぼ属は古世(Skytic)

の堆積物だが上部の宮奥層は菊石の且｡"ω"伽ssp.や

O〃加ω舳sp.を含んで伊里前一松島期(Anisic)の

ものである.ここにはPα1ωo助α舳s刎垢鮒3欄ゐK0B

&IcHおよび棚榊宝物6〃ω加山畑8(SAEKI)等

を含む佐川期(Camic)の柳眉と化石は産しないカミ岩

質が成羽層灘に似る中磯礫岩層とがある.

�

亙舞鶴帯の三畳系

明りぶうに舞鶴帯の三畳系は空として兵庫県および

京都府一部は福井県下にもある,･さ書にのべた福本

の三畳系も歩帯忙属すると見微される･舞鶴帯には下

錦19図大賀デッケン(B)大賀デッケンの磁麗地点(産ガに至葛遼

の僑下より約30㎜前方(西へ)の川床に断面層がある)

部および中部三畳系が一連の地層として現われ兵庫県

み1ま帥･や虫

では御祓山層離京都府および福井県西部では夜久野層

群等とよばれている.古生界との関係は多くの場合に

断層とされるが基底礫岩をもって上部二畳系の舞鶴層

灘を不整合におおうことも知られている.礫岩中には

流紋岩花闇岩質岩石凝灰質岩石珪質岩等のほか石

灰岩もあり石灰岩中には中下部二畳系のル0S6切α酔

伽σcf.肋刎刎功,ハ2〃｡伽泌κ伽｡{."gακ's等の紡錘

虫珪質岩には石炭紀サンゴ助加伽由〃舳プψo〃

6舳も含まれている.中下部三畳系は北方の陸地から

物質の供給をうけたもので中沢教授らはここに古舞鶴

湾の存在を報じその動物灘カミ目本海をこえてウスリ

ｰと密接柱関係をもつことを明らかにした.

第2凋に中沢教授らの古舞鶴湾とその付近の古地理

図を示す胡

夜久騨層群は京都府夜久野で下部を寮細谷鰯とよ

び厚慈は仏0～560狐で頁岩砂岩および礫岩からな

り上部はフルイ彰鰯で厚窓は約鯛㈱で頁岩および

細粒砂岩からなる,奉納谷層からは柳螂肋鰍磁総や

〃ン｡ク切〃〃籍の分化石を含みワルイシ層からは

商量涙北

葦君灘＼

止m

第21図小谷ケ市における中生代の推しかぷ切蟹上(小猟畿明1925による)�
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〃α〃〃伽sノψo〃｡㈱SHIMlzU月㎞〃蟹α棚ωsp.

“批"α"伽s"sp.響の菊石を産する.

京都府大江町付近の三畳系は河西および河東繭層灘

とよばれたカミ何れも夜久野層灘の一異相でのちに被

い島錨

火野層灘として一摘された､河西では下部の榊篤麟は

厚さが約200搬グ)粗粒な堆積物で薄い魚卵状の看灰岩

を含み後背地が急激匁隆起をしたと思われる宙菊有

の腋幽鰯鰯(夕)概その他の化石を含む申上部の

大島鰯は頁猪からなり下部は厚さが130～220㎜で菊有

としては蝸脇滋郷鰯鰯顯｡を含み上部は厚さ約400㎜

で鞠看の泌凛郷抄伽脇雛砥s助ω伽ψ伽π郷(HAUER)

のほか紀分化宥当してρ鋤物〃〃sp･その他がある.

下部三畳系から松島期紀わたる堆積物である.河東の

ものは明壮うに古生層を不整合におおうことが知られ

奈良原黒層護花は広棚累層とよばれる.兵庫県の御祓

山鰯群はノ吻妙伽桃坤地0ろα后ω3腕ω等の分化石を

含みかなり粗粒抵庫奏蝸～465mの地層である.中沢

教授らは下部三畳系とみなしているが小林名誉教授や

地質調査所の神戸信和博士は上部三畳系と考えられてい

る.舞鶴帯の中下部三畳系の地質構造はきわめて複雑

で古生界や夜久野塩基性岩類とによって境されまた

多くの断層で切断される.場所によっては古生界と複

雑な関係で組合わさって西南目本外帯で見られるいわ

ゆる“サンドウィッチ"様の帯状構造カミつくられている.

舞鶴帯の上部三畳系は荒倉層難波江屈群および志高

層群である.荒倉層は若狭湾岸から京都府夜久野の間

に分布する難波江層灘の一部とみなされている淋不整

合の存在によって分離された.若狭湾岸にのみ分布し

しかも局部的柾頁岩からなる厚さ数10mの薄い地層であ

第一23図三畳系のアン

�湯����獷�来�楳��協��

(利府層産坂東祐司原図)

る.菊石化石の“〃bωカ伽脇側"sp.や二枚介の

肋｡脆～sp･を産出し藤平朔(ないし佐川期の初期?)

のものと思われる.難波江層襟は汽水性ないし浅海成

¢)地層で厚さは1,00C獺を少しむえ下限は断層で古生

別ζ接するが4つに分帯されている毒力滅鰯妙肋鰯碧

泌萎鰯〃㎏o刎α,0紗鋤鱗鶴斑滅泌細縛の分化看のほかに

φ物ψ加伽腕S仏その他の鞠柳)化看も産閑が知られ

佐川期のものであ為､最下部はは炭層秘撚濠れている曲

志高綴群は難波江層灘の分布する地帯の北酒方

志高炭田の三畳系である.古生界に著しい不整合一

部では夜久野撫基性岩類に不整合でもってのり礫岩に

とむ厚さ約17⑪⑪鰍の地層である､多くの横物化石を産

し吻ψ加地楓細滋籔02欄ゐ笈義MBE言姐肯鋤滅奴細郷ゐ

KAMBE,その他わ分化石も見出窓れ花､この地層は北

海道大学散大石三郎教授カミ植物化宥を獅究し季取植物

灘よりは成羽植物灘に近いが成羽層灘紀特有匁脳雌一

rida㏄ae(ヤブレガサウラボシ料)を含まず中部ジュ

ラ紀型の種属を含むので中部ジュラ紀とみなされてい

た.小林名誉教授はジュラ紀の豊浦植物灘よりは佐

川期の美彌一下部ジュラ紀の来馬の植物灘に近いので

下部ジュラ紀のものとした."伽ヵ伽ガαの発見は志高

層灘の地質時代を皿貝期(鮎'し佐川期後半)とするに

至った.地質構造からみると難波江層灘は激しv'地

殻変動をうけて擾乱されその後に場所を異にして堆積

したと見微される志高層灘は成羽層弾と同様に造山

期にっづいた動揺期の粗粒で厚い地層である.したが

って難波江層灘との間にはかなり大きv'時間的な間隙

が考えられる.

モナイト

鰯鰯

Anasibiritespaci丘｡望m

(Y亙HARA)頭穂層産

坂東嚇司原畷)

･ぺ鮒議眺総(晦臓晩搬慧童室漉)

硫撒劔童嚢yA概曳餐賂

蜘2篶(剃府鰯滋袈灘鐙蒐

糟水豊邸原図)

Japonitescf.dieneri(M洩双TELLI)

(列席層産坂東祐司原図)

簿

鰯蟻級簸鴛欲総j鞭碗塁竈鐵鰍

警蜘蝋臓リ釧胴鳶⑪(愛嬢

燦鰯鱒鰯嬢散策繍剤腺鰯)

����獲��畳��☀

SHIMIZU(利府層産矢部長克

摘水三郎原図)�
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G北上山地南部の三鑑系

この地域には3列になってほぽ南北にのびる中生界

が分布する.東列は大船渡湾付近に白亜系だけ中列

は気仙沼の東側面列は気仙沼の南西から志津川一牡鹿

半島にわたって共に三畳系が広くジュラ剤な狭く

白亜系はごくわずかに分布する.三畳系稲井層灘の分

布は広い淋利府層と皿貝層群との分布は狭い.

(M0JS･)加ψo〃物5μα吻κ0α腕等の菊石を含む.稲

井層群は厚さ1,500mなV'し2,000mに及ぶ厚い公海性

の地層で館期から伊昼前期に達する.植田教授は

堆積輪廻を考慮して目板芋屈(厚さ365㎜平磯層に当

肚さわ

る基底礫岩と大沢層とを一括)羽沢鰯(基底礫岩から

はじまる厚さ約260㎜の風越層に相当)および伊昼前屈

(厚さ約380m)'に区分されている.

稲井煽群本層群は上部二畳系登米層のみをおおっ利府層稲井層灘とは別個の地域の利府付近に断

て北上山地南部に広く分布し両者の関係は平行不整層で古生界や第三系と接する利府層カミある.分布は

合と考えられた添東洋大学植田房雄教授の研究によるごく一部に限られるカミ公海性の堆積物であって黒色

と顕著な不整合力茎存在するといわれる.東北大学の粘板岩を主として砂岩を伴い堆積当時の分布はかなり

小貫義男教授らもこの不整合を認めその地殻変動を館広範囲にわたったであろうカミその後の削剥によって大

ふ｡こL

運動とよんでいる.本属鮮は下から平磯大沢風越部分ポ除かれてしまったものである･菊石のP伽倣

および稲丼の4層に区分される.場所によっては小島0切ω伽"2脇(BRECKH)"0ωψ伽脇θ8cf･伽幽8棚た

女川小乗および稲井の諾層に分けられる.平磯鰯はKLIPsTEIN･P砂6腕ωω肋燗s郷YABE&SHIMIzU

基底部に塩基性の凝灰岩をもち砂岩と頁岩とからなる.R"肋㈱8YABE&SH1蛆,C伽肋ω(肋他6舳肋8)

1吻｡ψ加伽a乱｡加地G0LD凧,助物ψ伽眺〃物｡松a航〃ω曲s郷MOJ.や分化石のDω〃θ"α脇0ξ∀aL

0ωIcHlKAwA等の館期の分化石を含む.大沢または女榊脇肋α加YABE&S削肌,以∂㈱鋤比α加YABE&

川屈は0ヵ肋ω伽sp､乃ψo刎加8μ鰍桝ω脇(M0Js卜S㎜阯讐も含まれる.松島期を示すものであるがこ

sOvIcz),等の菊石や分化石を含み主として粘板岩かとによると藤平朔まで達するかも知れない･(第23図

ら在り最上部に不純な厚さ50mの石灰岩を伴う.稲に三畳系菊石の若干を掲げる)

井層の下には厚さ150mの礫質注いし砂質の地層雅あっ

て小乗砂岩層は稲弁層の基底部と見微されあるいは皿貝層群稲井層灘を不整合におおい比較的に粗

別個の地層として風趣掘の名が与えられてv･る.その粒な上部三畳系が皿貝層灘とよばれる.分布はごく限

上にのる稲井燭は粘板岩を主体とするもので｡舳肋5られている.下部はアｰコｰズ(花筒質)砂岩と頁岩

(.肋"α〃肱)加州肋㈱(MoJs､),0.(且)加地肋からなり厚さは20～140卯中部はアｰコｰズ砂岩と

､､り頁岩に礫岩を伴い厚さは30～70m上部はアｰコｰズ

＼､砂岩と頁岩からなり厚さは80～王20mの薄い地層である.

1＼

中部から植物化石と0ψ0肋洲昭ωδ㈱差菖ICHlKAWA,

一､々之榊蒙寮淳娯

一一!彗･｡1.低地･鰯中粒桐(肋㈱㎜κ･)乞肋脇α(L1…1･…)･"(且)

隊㍊ゾ鰯鰍㍑㈱肋他(肋μ(且)脇(㈱肌

､ジ(且)06伽桃αwi,3㈱ゐ肋ω勉(TELL)｡等を産する｡

一'?1

小貫教授らは新館潟よび長森層に分けている･従来は

/7皿貝期とされたが佐川～皿貝期と見るのが廼当といわ

第22図舞鶴地帯三畳紀古世の古地理図(中沢圭二ほか31958による)れる.

南南東

北北西物

野部

鹿滴皇萎

滞11111～砧泌､､よ..､...｡､..㌫

･浄}刈恥燃糊鮒猟1γ川γ'1ブ1｡'

pr｡

第24図四国物部川盆地を通る地質断面図

S:三波川帯G:変礎板岩一変輝緑岩Se:黒色片岩(清水構造帯)Ca:上部石炭系P111二畳系中下部P2:二慶系中部

O:蛇紋岩下一J:大栃層群(三畳～ジュラ系)J2:鳥単層麟(上部ジュラ系)C1:白亜系高知階C2:白亜系有岡階

C3:白亜系宮古階C4:白亜系ギリヤ}ク階pa:癬新統(新第三系)(甲藤次郎ほか1956による)�
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昼関東山地の三畳系

関東山地の三畳系は藤本名誉教授によって大久野層

群とよばれた.東京都西多摩郡五日市付近には菊石

の0カ減6微鵬鮒.由㈱志舳刎OPPEL,αsp.や〃シ功伽外

{αsp｡その他の分化石を含み砂岩頁岩に石灰岩の小岩

体を伴う厚さ40～50㎜の薄い岩井層がある.館期の地

層である.その付近に藤平朔の新井層佐川期のノ･ロ

ビア層および皿貝期のエントモノチス層が知られる.

何れも小分布を示し衝上断層等によって複雑な地質構

造をしている.新株鰯は砂岩中に石灰岩や礫岩を伴い

吻｡ψ加㎡ωcf.901肋s4ALB也RTI,〃.cf.勿ω冶ψ伽杉郷ゐ

ICH.等の分化石を含む.ハ園ビア鰯は砂岩頁塔に礫岩

を伴い施1o肱α伽肋脇α〃αWANNER,亙.cf.o㈱〃ω

MOJs.,ルゆ｡ψ加伽sp.等の分化石を産する.国ソト

毛ノチス騒は砂岩に頁岩を伴うもので"0舳眺(肋･

チ｡刎｡〃｡κs)クωα{勿sゐIcH.,〃･(1王)ooゐ｡κ6α(KEY3),ルτ｡

(且)o泌｡ガωvar.,〃.(且)吻6あ伽伽α(KIPAR一ξ0VA)

等を産する.五目市南方の青梅の近くには古生界中に

断層で取り込まれた二俣尾麗がある.頁岩中に砂岩を

伴う地層で"b伽必(肋施物価ゐ)06加肋ωを含み皿

貝期に属する.

灘馬県下にはいわゆる山中地溝帯といわれる中生界が

細長く分布チるところがある.この付近の多野郡上野

村塩沢には古生界とされた地域に厚さ2㎜の石灰岩が

あって垣〃ん砂ゐ0桃刎〃〃物"肋ゐY肌3切0伽5α㈱榊{

Ic亘IKAWA&YABE,λ伽3o%妙加物ω伽1舳ぬCAT.,

0〃施ん戸sp.その他の分化石を産する.四国の黒

滝層に似た産状を示すものであろう.

赤城山の北方の新潟県境に近い利根川源流の(丹後山

1806mの南東中腹)には頁岩を主とし砂岩を伴い上

部に薄い礫岩や小さい石灰岩を伴う奥利根層群があって

照滝大蘇小箆土性111斗寳里子御拘1所四万■1'

衛士帯衝一止:猪繊.ヒ帯街上静.地帯

..､型.…巻を一≦事伽髪･≡…………婁薫:

舳下船国鮒回腕竃鮒題㈱目他一個鮒

第25図田園における秩父系滞の白亜尉い部階以舳の地層の層相変化の

模式図

P:古生昇丁1:三畳系下部階Tm:三畳系中都階Tu:三畳系上部階

Ju:鳥単層群(ジュラ系上部)Rm:湖成～半海成領石層瀦(白斑系最

下都)Rn:浅海成領肩層緯Mo:大島階(白亜系下部)Cg:會古

階(白亜系下部)M:官ノ原砂塔(白亜系中部)Nr:七良谷慮(ジュ

ラ系中部階)Ns:西1⊥1層(ジュラ系下部階)S:三宝山者灰岩(三

握系上都階)T:斗賀野層(三畳系)Tr:赤松層群(白亜系最下部)

Ng:西川層(ジュラ系上部階)Hg:東川層(ジュラ系下部階一三

畳系)(小林貞一1951による)

これは下限は花開岩に貫かれて未詳であるが3000mを

こえる厚層でおる.皿貝期に属し"0物価(助施伽･

伽ぬ)06切κoω(KEY$),ル〔(且)oo伽妨伽var､θ舳α肋ゐ

(γ肌)･〃(亙)加舳1…地1ω….械伽KOB&

ICH等が報告されている.

亙その他の地域の三騒系

岐阜県伊吹山東麓の妙ガ谷には"o伽伽(肋チ0刎0･

伽ぬ)0伽κωの変種を含む皿貝期の地層が古生界中

にわずかに分布しその周囲は断層で囲まれている.

舞鶴帯にはよく判らないが三畳系と思われる地層カミ他

に数カ所ある.さらに姫新線竜野と太市間のトンネル

中からDω榊"ωが出土したといわれる.また福井県

西部の小浜付近から"b舳ぬ(助伽肋舳桃)～カミ転石と

して得られたといわれるカ茎産地は不明である.

中国地方にも広島県下の帝釈峡の紅葉橋付近や福山

市の北方に転石として"b刎挑(助加㎞榊幽)がえら

れたと伝えられるカミその源は明らかでない.

V1.2.西南目本外側の重畳系

西南目本外帯にほ秩父黒帯に断層で取り囲まれた

多くの帯状構造によって中生界が古生界と交互して現

われる.その南側の四万十帯には三畳系を一部に含

むかも知れないがジュラ系以降の若い中生界と第三系

とが一連の地層群として分布する.その現われ方は

高知大学甲藤次郎助教授らによる第2遂図の地質断面に

見られる通りである.白亜系の地層を説明したあとで

のべる方がよいかも知れないカミ概要を把握していただ

くためにここでのべる.四万十帯は地向斜性の堆積物

で秩父黒帯中の中生界は四万十地向斜の縁辺部のも

のとみなされる.小林名誉教授は白亜紀中部階より

斗

北陀約四I街

化棚111以亨1糊

1岬イ1伽1蛎'人
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第26図四顧巾箇都の秩父黒帯巾の地質機造の概念図

(小林貞一1951による)�
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方い地層の岩質変化を第25図のようにまた秩父黒

帯中で古生界と中生界とが交互に現われることを第

26図のように説明されている.三畳系黒滝層は第24

図では天秤駅付近の向斜部に当るところに第26図では

2段目の黒滝衝上帯の下位に挟み込まれたと解釈され

るのである.秩父黒帯中の中生界の現われ方に対する

2つの解釈をここで紹介しておく.

A四国地方の下部三畳系

高知の北方南国市の旧上倉村黒滝泉ガ谷には秩父黒

帯の北帯の古生界中に石灰岩の小さいレンズがあってこ

の石灰岩の転石からNAUMANが1890年に三畳紀の化

石を発見した.かって京都大学の松下道教授が調査さ

れたがその頃はすでに石灰岩は石灰焼きのために採掘

し尽されていた転石からj吻0ヵ加伽a苗.1αω畑地

ALB･,亙〃㈱ゆる｡眺刎〃〃的グ〃8BITTNER湘㌦且a伍.

ξωα伽〃5(BITTN.)圭λ刎∂o〃｡ψ加地｡α〃α1θ刎ゐCAT.,

λ･伽泌郷ゐWISs舳等の23種の分化石を識別された､

松下教授によると黒滝層は衝上断層によって古生界

中に取り込まれた小地塊であるといわれる.黒滝騒は

化石によって館期と考えられる.

愛媛県野村盆地の急成付近には古生界三畳系ジュ

ラ系および白亜系カミ複雑に入り混っているがその一部

に囲種属がある.困穂の石灰岩は泥岩および砂岩泥岩

の互層岩に挾まれる小岩体でこれから"鋤06鮒ω

プ砂｡〃6〃刎SHIMIzU&JIMB0,〃1.s肋后｡肋θ洲θYEHARA

等の菊石や二枚介等を産出する｡この石灰岩は急成期

のものであるがこの石灰岩の近くの他の石灰岩から佐

川期の菊石が産出する.それら相互の関係はよく判っ

ていない.

遇四国地方の中上部三畳系

秩父黒帯中の中部三畳系は蔵法院層群上部三畳系は

川内が各層韓とよばれる.このほか秩父黒帯の南縁部

の三畳系は斗賀野または三宝山層群とよばれ三畳系

から下部ジュラ系にわたる一連の地層とみなされる.

蔵法院層群徳島県下では秩父黒帯中に帯状構造を

つくって6帝の上部三畳系川内ガ谷層群が分布しその

最南部の秩父黒帯中帯の南縁に藤ノ平帯がある.藤ノ

平帯に蔵法院層灘がある.高知県では倒11から高知付

近に至る間の東西約20kmにわたって中帯南縁部に現

われる両県下の蔵法院層灘は何れも断片的な分布しか

示さない.蔵法院層灘は泥岩および砂=岩泥岩の互層か

らなり厚さはわずかに数ユO㎜にすぎず断層によって

他の地質系統と分けられている.Dω勿8伽拙α伽伽

MOJ&,の｡冶｡肋MOJS.その他の分化石を産し藤ノ平

朔を示す.愛媛県下では野村盆地の東部に同様な地層

が発見された.中沢教授は石灰岩の小岩体およびそれ

に近接する砂岩から菊石σ舳7腕8ツ肋あDIENER,

8α1α肋伽8sp.,肋〃α〃娩sレおよび分化石λ勿･

o∂o〃｡助｡㈹赦㎏o伽NAKAzAWA,亙肋｡肋刎｡f｡〃6他ぬ

(BITTENR),1ηθ〃獅勿θ6砿加8a丘.1αω㎏α肋s(SCHLOTH｡)

欝を採取し伊里前期のものであることを明かにした.

この眺8〃"θ∫層は古生界中にはさ毒込まれた薄い地層

である.

川内ガ谷層群秩父黒帯の中南帯とくに大部分

は中帯に上部三畳系川内ガ谷層灘がある.ぽぽ東西に

のびる幾つかの帯状構造をして断片的に現われ2つ

の互層鮮に分かれ徳島県高知県のみで杜く愛媛県下

にも知られている.下部重層灘は砂岩を主として泥岩

や礫岩を伴い0〃左0伽5腕"(丁肌LER),0･〃加伽{

K0BAYAs削&IcHIKAWA,0.唐ω5々〃あ召郷ゐK0B.&IcH｡,

∬α1o肋ω為ωωσ∂α{(Y皿HARA).,〃加2伽歯｡初α冶α地ツα刎αケ

KOB.&ICH.,んω∂o〃妙乃｡他｡倣勅αfωK0菖.&IcH.,

τ03ψ26肋s腕〃脇(K0B･),等の分化石のほか

1吻｡助｡〃ωおよびMツ｡ω附加等も産出し佐川期を示

す.上部互層群は泥岩を主とし砂岩を伴い一部に礫

質のことや石灰質のものもある.吻㎜伽(肋肋伽岬ぬ)

拠6α鵬ακω(KIPARIsOVA),〃.(且)施㈱き｡os加加KOB･

&IcH.,〃.(且)06伽脆α(KEYS.)とその変種等を産

する.皿貝期の堆積物である.このうち愛媛県下に

は囲穂石灰岩に近接した石灰岩から佐川期(?)の菊石

P伽κ2s姑a伍.加〃械WELTER,を産しその東方の

板取川上流には肋榊桃(肋歩0伽伽眺)00切ガωを

含む不純な石灰岩が知られている.川内ガ谷層鮮は一

般に断層で他の地質系統と境されるが徳島県下では上

部二畳系を不整合におおう佐川期の寒各層が知られてい

る.この不整合は大阪市立大学市川浩一郎助教授らに

よって坂州不整合とよばれた.市川助教授らは秩父黒

帯において上部二畳紀後佐川期以前に顕著な地殻変動

力茎存在したことの証拠であるとしてとくに注目した.

これは第26図のようには堆積が行在われてい狂いとい

うことを意味するであろう.

三裏山層群秩父黒帯の南縁部には二畳系から下部

ジュラ系まで整合関係にあると見微される地層がある.

これを三宝1⊥1層緯または斗賀野騒(または層群)とよば

れる.最近の研究には三畳系は古生界と断層関係にあ

って下部ジュラ系まで含むとして大栃層群ともよばれる.

何れにしろ地向斜性の堆積物で大栃層鮮の下部には石�
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灰岩やチャｰトがあり砂岩や砂岩泥岩の互層等からな

る.石灰岩の小塊から肋伽ゆ伽眺sp.,Dαo物2〃αcf.

后α肋vaL〃αYABE&SHIMIZu,亙〃｡肋sp.等を産し

藤平一佐川期を含む.四万十帯にも岩質がこれらと類

似する地層があって地向斜性の三畳系は四万十地向斜

の一部と考えられてこれを斗賀野相の三畳系とよぶ.

C九州地方の三鑑系

九州には宮崎県北部と熊本県八代付近に三畳系が知ら

れ何れも秩父黒帯中のものである.

下部三畳系宮崎県西臼杵郡高千穂町には下部三畳

系沸ある地質調査所神戸博士および斎藤正次所長によ

'かむら

って上村層と命名された｡神戸博士は灰白色石灰岩か

ら1吻刎｡ゆ乃｡κ8cf.刎〃肋吻〆郷ゐ(BITT.)var一,“亙械｡1伽刎"

cf.砺86"ω(SCHLOTHEIN),月;3α吻"κκ加∫(～)sP',

G2㈹5〃功αc麦害3"カ｡蜥鮒加(Ll≡lPS､),λ勿｡∂o〃施カ20グωcf.

0α〃曲舳おCAT等を採取し黒滝層や関東山地の塩沢

石灰岩に対比し館期を示すことを明らかにした.神

戸博士の観察によると上村層は二畳紀の上部を示す

脆脇伽等牽含む石灰岩と整合的在関係にあってその

上限は衝上断層によって古生界に接するという.

上部三圏系九州には中部三畳系は未だ発見されて

い鮎･カミ上部三畳系は川内ガ谷層灘に相当する地層が

ゆるぎ

幾つか知られている.宮崎県揺岳の商中腹には神戸

とねごう'

斎藤両博士によって戸梛嘱とよぱれたものかある.

砂岩および頁岩から在り礫岩や黒灰色の石灰岩を挟み

石灰岩から熊本大学の田村実博士によって0ψ0伽

刎〃脇畑α燃,Z08ψθ6腕M鰍脇,その他の化石が発見

され佐川期に属する.坂本付近の三畳系は四国の御

かぶ線に相当すると考えられる臼杵一八代線以南の秩父

黒帯中にあって帯状構造によって古生界や他の中生界

と断層で分たれる.かなりよく連続するものもあり

また断片的なものもある.場所によって国浦鰯松永

麻鰯また鷹河内層ともよばれる.佐川期ないし皿貝

期を示す.さらにこれらのほかに国ソト番ノチス層と

よばれる地層もある.一般に上部三畳系は断層で他の

地質系統と境されるが囲浦層は二畳系小崎層を不整合

におおい松永麻層や鷹河内層は上部ジュラ系鳥単層灘

によって不整合におおわれるζともある.礫岩砂岩

シルト岩等からなり小さい石灰岩体も含まれる.鷹

河内層には薄い炭層も含まれている.これらの地層は

τb8αカ30海グs%姦〃冶砿(KOB.),1η3〃榊〃奴8棚=α冶α〃伽7αξ

TAMuRA豊月泓ω0肋1榊s,∬α10脇等の佐川期の化石

を産し騰河内層の上部には皿貝朝下部を示す二枚介

の〃b榊眺(亙械｡'伽刎κs)c£妙μoα(KIPARlSOVA),

菊石の月ω伽ssp･も産出している.また田浦層に整

合(?)した砂岩と泥岩から注る荒瀬のエントモノチス層

から〃｡刎ぬ(亙嚇｡〃吻舳ぬ)06伽脆｡(KEYs､)とその

変種その他か産出する.これらの地層の少し南の古

生界中には三坂のエントモノチス層が帯状に掠み込まれ

ている.三坂層からも"b舳伽α(垣肋榊伽眺)

0伽伽αおよびその変種のほかに0〃伽伽も知られて

いる.

V1.4.北海適の三鑑系

日高(累)鰯群および神居古灘変成岩類

目高山脈を構成する古い岩石は目高(累)層灘とよば

れる.その西側にある神居古淳変成岩類は目高層灘と

共に原岩は古生界と見微されていた.これらの地域

の研究カミ造むにつれて西縁部で地層が鱗片状に重なり

合いいわゆる鱗片構造とか覆瓦構造とかよばれる地質

構造の見られる地域から諸所に白亜紀の化石が発見さ

れてきた.ジュラ系から三畳系にわたると考えられる

空知層群よりも層位的に下位と見傲される部分を目高

層群または神威層鮮とするのが普通である.目高層灘

の下部と思われるところから古生代の紡錘虫ル〃肋榊･

"αを含む石灰岩の礫カミ見出されてv'る等の理由から

東京教育大学の橋本亘教授のように少なく共一部に古

生界を含むと見傲す者もある.主体は三畳系と考えら

れ西南目本内帯の三宝山層灘に匹敵し先ジュラ系と

して取り扱われる地層である.

空知層群

白亜系の下部エゾ層灘の下には砂岩や珪質頁岩に輝緑

凝灰岩チャｰト等がかなり優勢に伴う厚い累層カミある.

空知層灘として一括されまた場所によっては鬼刺層群

豊頃層または北見層群等の名も与えられている.中

部層と見微される山部層の下部から三畳なv･しジュラ系

を示す腕足類を含み上部には鳥巣型石灰岩を伴いジ

ュラ記を示すサンゴ有孔虫等のほかジュラないし白

亜紀の石灰藻等を産する.空知層灘は目高層灘ないし

は神威層灘に引きつづいた地向斜性の堆積物で主体は

ジュラ系であろうカミ下部には三畳系を含む可能性があ

る.

Y1.5.量鑑紀の勉強変鋤

古生代の終り頃から三畳紀の初め頃にわたる飛騨造山

運動の概要は古生界の終りにのべた.古生代末から引

きっづく地殻変動を考慮して三畳紀頃の日本列島の模

式断面図は第10剛ζ示した通りである.三畳紀におけ�
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る地殻変動の詳細については第10図を見ながら理解し

ていただきたい.

日本の三畳系の対比表を見ると顕著な不整合カミ3回に

わたって見られる.古生代末一館期前藤平朔申から

藤平一佐川期の間および佐川一皿貝期の間である.

中派教授は舞鶴帯の研究から最も激しい造山期は館

期前であると考えた.小林名誉教授および神戸博士ら

は三畳紀古世前の不整合は顕著なものと認めていない.

その理由は西南目本外帯}こおいて三宝山層灘は古生代

からジュラ系まで一連のものでその間に不整合が存在

し狂いと考える.その整合関係は宮崎県下で神戸博士

の指摘した上村層の下限で確認される.北上山地の稲

井層灘は上部三畳系の登米層しかおおわないので局部

的には顕著な不整含と見られても大局的には大きいも

のでないと思われた.また同様のこと推舞鶴帯につい

てもいえる.小林先生は上部二畳系と下部三畳系と

の間の地質構造の差は前のものが泥質で後のものが

砂質でおるから岩質の差によって古生界が激しく擾乱

を受けるのは当然であると考え主要な地殻変動の時期

を藤平期およびその末期頃とした.古生代末から三畳

紀にわたって隆起した山地(小林先生の秋吉摺曲山地)

の中下部三畳系は舞鶴帯に限っている.他の厚い長

門成羽両層緯とそれらに相当する地層は基盤構造を横

切っていると見傲しこれらを造山期のあとの基盤の

動揺を示す粗粒な堆積物であると指摘している.長門

では藤平期後長門層灘前に溜出山地ができており吉

備高原では皿貝期の成羽層灘が摺曲山地をおおい舞鶴

帯では佐川期の難波江層灘までカ滞状構造に参加する

がその後の志高層群は帯状構造には不参加であり伊

吹山付近では皿貝期の妙各層が古生界中に畳み込まれて

･｡カLu㎞

第28図;畳紀後期の古地理

いるので摺曲山地の形成は西部で早く東部では遅れた

と説いている.

小林究生は白亜紀中頃の佐川造山運動の影響が内帯で

はほとんどなかったという仮定の上に立たれているらし

い.先生の主張は伸々適確ではあるカ茎飛騨帯の浮き

上りと三都帯の浮き上り等を同時期とみなされている点

に問題が残されているのではあるまいか.

神戸博士の上材層の下隈の整合は露頭の観察に関して

は疑いをさしはさむ余地はないが古生物学的には

なお平行不整合ではないかという疑問の余地がないでも

ない.矢部長克名誉教授は露頭の観察とγ脇加αsp.

を含む地層を上部二畳系と断定した神戸説に疑問を投さ

れている.植田房雄教授は稲井層灘の下位の登米層

中には顕著泣横臥摺曲と衝上断層カミ存在するにもかかわ

らずこのような地質構造は稲井層群には認められ恋い

ことを指摘して登米層と稲井層灘との間には北上造山

運動による不整合があるとのべている.登米層の複雑

な地質構造をつくった造山運動は登米層堆積後(ない

し末期)から稲井層灘堆積前(ないし初期)におく以外

に考えられない.地殻変動に伴いその前縁に登米盆

地ができて稲井層灘カミ示す海進に移ったと考えれば

稲井層群カ茎登米層だけの上をおおって残されたことが説

明できよう.小貫教授らによれば登米層の最も厚い

部分は1100～1200mであるカミ削剥されて薄く潅った

部分は700～800m位で不整含も数力所で確認されて

いる.その不壷合は館運動とされた.

筆春は飛騨帯の隆起に伴い地下では古生界の一部が

深部に押し込まれ広域変成作用をうけて結晶片岩がで

きたと見なす.これは都城博士の三波川帯生成の理論

を三都帯にも適用したものである.飛騨帯の隆起に伴

ってその前面の古生界の一部は逆にまくれ込まれて沈

下し沈下した窪地に上部古生界(さらに一部には三

畳系に漸移する公庄層を併せて)を堆積した.古生代

末の急激な地背斜の隆起によって(館変動)館期前の

不整合カミつくられた.その後に北上山地の風越層で示

されるような局部的な粗粒柱堆積が行衣われた.(地

殻の動揺によって)大きくみると飛騨地背斜の隆起には

緩急や中絶または一時的な沈下等があって地背斜の

上昇カ茎息をついている闇に南側の地下深部に押し込ま

れていた古生界は変成されていたものが浮び上ってき

たに違いない.それにつれて南側の地域では再び陸

化した.今まで堆積した三畳系の一部は削剥されたで

あろう'.その時期が藤平期狂いしその末期の顕著な不

整合で示され北上山地の歌津運動に相当するものであ

ろう.中国地方の三都帯には'中下部三畳系は'見当�
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ら狂いのは三都帯の浮び上り前に堆積した地層は三

都帯の浮び上りによって削剥されてしまったに違いな

い.飛騨地背斜は再び上昇をはじめたためにその前

縁の南側では諸所に湖沼ないし入江をつくる窪地ができ

海進があって急激な上昇を行なった山地から多量の物

質が急麹こ運ばれて異常に厚い佐川一皿貝期の堆積が

行なわれた.三都帯と変成カミ行恋われなかった古生界

とは漸移関係にあったが三都帯の上昇に際して一部

では非変成帯との間にすべりによる顕著な破砕帯を生じ

ここに深部からの岩漿が侵入しまた非常に複雑な地質

構造か作られたであろう｡これが初期の舞鶴帯の生成

と夜久野塩基性岩類の出現で皿貝期より前であると考

える.

飛騨地背斜では初期には変成し潅い古生界の部分が

上昇し削釧が行われるにつれて次第に深部が露出し

終に片麻岩や花筒閃緑岩等が露出するに至ったものであ

る.そして三都帯を深部に押し込んだ圧力は飛騨地背

斜の軸は直立したものでなくて南に向って倒れた(北

に傾斜)ものに起因するであろう.今みられる地域の

飛騨帯の出現はジュラ紀中頃以降であってそれ以前

には今の北陸一飛騨地域にはほとんど紅くて古い飛騨

帯は多分もっと北方にあったが時代カミ造むにつれて南

に移ってきた､そして上昇につれてその幅も広くな

ったと思われる.第2表で飛騨帯の岩石の絶対年数を

みると時代的には三畳紀～ジュラ紀初期が示されてい

る.したカミって上述のような解釈も一つの説明であ

ろう.第27図に三畳紀後期の古地理図を示す.

(錐者は地質部)
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び同説明奮地質調査所

長谷晃(1950):山口県南西都三畳系の層序学的柳究九州大学

理学部研究報告(地質学)2巻2号

市川浩一郎ほか4名(1953):坂州不整合について徳島大学学

警学部紀要(自然科学)第3巻

ICHIKAWA,K.&YABE,Y.(1955):亙舳｡γ肋｡桃閉砂舳
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磁見博(1956):菖万分の1地質図幅近江長浜および同説明書

地質調査所

KAMBE,N.(1963):OntheboundarybetweenthePer一

皿ianandTriassicsyste㎜inJapan.Report

No.198.GeologicalSar∀eyofJapan

加納博中沢圭二志岐常正(1962):志高不整合の黒雲母起源

バｰミキュライトとその意義地頁学雑誌68巻

797号

河合正虎(1957):5万分の1地質図幅津山東部および同説明

書地質調査所

河合正虎･吉村典久(1962):成羽付近の中古生界と犬賀衝上

地質巡検見学案内書7地質学会69年年会

小林貞一(1931):土佐覇香美郡三宝山の三畳紀石灰岩について

地学雑誌43巻504号

小林貞一ほか多数(1951):日本三畳系の地質地質調査所報告

特別号

松本達郎(1962):日本地方地質誌九州地方朝倉書店

松本達郎ほか多数(1954):日本の中生界について(討論会記事)

地質学雑誌60巻706号

松下道(1926):土佐国黒滝産下部三畳紀化石について地球

5巻5号

松下道(1953):日本地方地質誌近畿地方朝倉書店

中沢圭二間囲前夫(1949):京都府舞鶴付近の地質概要鉱物

と地質3巻2号

中沢圭二志岐常正清水大吉郎(1954a)ミ岡山県英閏郡福本

付近の中古生界地質学雑誌60巻702号

中沢圭二志岐清正(195軸):兵庫県養父郡御祓山地区の地質

特に御祓山層群について地質学雑誌60巻704号

中沢圭二ほか3(1957a):舞鶴地帯を中心とした三畳紀の地史

地質学雑誌63巻742号

中沢圭二ほか3(1657b):京都府夜久野地区の中古生界地質

学雑誌63巻743号

中沢圭二野上祐(1958a):京都府犬江町河西付近の中古生界

地質学雑誌64巻749号

中沢圭二(1958b):日本と治海州の上都三畳系の対比地質学

雑誌64巻750号

中沢圭二(1958c):三畳系荒倉層および荒倉期について地球

科学36号
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中沢圭二清水犬吉郎(1962):岡山市北方金川周辺の二畳三

畳系(短報)地質学雑誌68巻806号
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NAKAZAWA,K.(1934b):Onthe〃｡〃｡眺妙が6"zone

inJapan.Mem.Coll.Sci.U皿童マ｡Kyoto,Ser.
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小貫義男(1956):北上山地の地質岩手県地質説明.

小貫義男坂東祐司(1958):上都三畳系皿貝層群について地

質学雑誌64巻757号�


